
JP 6601063 B2 2019.11.6

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　媒体に記録を行う記録ヘッドを備えるとともに、第１の方向及びその反対方向である第
２の方向に移動可能なキャリッジと、
　前記記録ヘッド及び前記キャリッジを制御する制御部と、
を備え、
　前記キャリッジは、前記記録ヘッドに液体を供給する第１カートリッジが配置される第
１配置部及び前記記録ヘッドに液体を供給しない第２カートリッジが配置される第２配置
部を備え、
　前記第１カートリッジは、当該第１カートリッジに関する情報を保持する第１情報保持
部を備え、
　前記第２カートリッジは、当該第２カートリッジに関する情報を保持する第２情報保持
部を備え、
　前記記録ヘッドは、前記第１カートリッジから供給される液体を吐出する液体吐出ノズ
ルのみを備え、
　前記制御部は、前記第２情報保持部に保持された情報に基づき、前記第１カートリッジ
に収容された液体のみを利用して記録を行う制御を実行する、
ことを特徴とする記録装置。
【請求項２】
　媒体に記録を行う記録ヘッドを備えるとともに、第１の方向及びその反対方向である第
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２の方向に移動可能なキャリッジと、
　前記記録ヘッド及び前記キャリッジを制御する制御部と、を備え、
　前記キャリッジは、前記記録ヘッドに液体を供給する第１カートリッジが配置される第
１配置部及び前記記録ヘッドに液体を供給しない第２カートリッジが配置される第２配置
部を備え、
　前記第１カートリッジは、当該第１カートリッジに関する情報を保持する情報保持部を
備え、
　前記記録ヘッドは、前記第１カートリッジから供給される液体を吐出する液体吐出ノズ
ルのみを備え、
　前記制御部は、前記第２配置部に前記第２カートリッジが配置された状態で、前記第１
カートリッジに収容された液体のみを利用して記録を行う制御を実行する、
ことを特徴とする記録装置。
【請求項３】
　媒体に記録を行う記録ヘッドを備えるとともに、第１の方向及びその反対方向である第
２の方向に移動可能なキャリッジと、
　前記記録ヘッド及び前記キャリッジを制御する制御部と、を備え、
　前記キャリッジは、前記記録ヘッドに液体を供給する第１カートリッジが配置される第
１配置部及び前記記録ヘッドに液体を供給しない第２カートリッジが配置される第２配置
部を備え、
　前記第１カートリッジは、当該第１カートリッジに関する情報を保持する第１情報保持
部を備え、
　前記制御部は、前記第２配置部に配置された前記第２カートリッジに当該第２カートリ
ッジに関する情報を保持する第２情報保持部が設けられていない場合に前記キャリッジを
移動させるキャリッジ駆動モーターの電流値を測定することで前記第２カートリッジが前
記第２配置部に配置されているかを判定する判定手段を備え、前記判定手段により前記第
２カートリッジが前記第２配置部に配置されていると判定した場合に、前記第１カートリ
ッジに収容された液体のみを利用して記録を行う制御を実行する、
ことを特徴とする記録装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の記録装置において、前記記録ヘッドは、前記第１カートリッジから供
給される液体を吐出する液体吐出ノズルのみを備える、
ことを特徴とする記録装置。
【請求項５】
　請求項１から請求項４のいずれか一項に記載の記録装置において、前記キャリッジにお
ける前記第２カートリッジが占める領域は、前記第１カートリッジが占める領域よりも大
きい、
ことを特徴とする記録装置。
【請求項６】
　請求項１から請求項５のいずれか一項に記載の記録装置において、前記第２カートリッ
ジには液体が収容されていない、
ことを特徴とする記録装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の記録装置において、前記第２カートリッジの上面には、当該第２カー
トリッジの内側と外側とを連通させる大気開放孔が設けられている、
ことを特徴とする記録装置。
【請求項８】
　請求項１から請求項７のいずれか一項に記載の記録装置において、前記第１カートリッ
ジから前記記録ヘッドに供給される液体は黒色インクである、
ことを特徴とする記録装置。
【請求項９】
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　請求項１に記載の記録装置において、前記第２カートリッジは、前記第２配置部に対し
て着脱可能であり、
　前記第２配置部には、液体を収容した第３カートリッジが装着可能である、
ことを特徴とする記録装置。
【請求項１０】
　請求項９に記載の記録装置において、前記第３カートリッジには、当該第３カートリッ
ジに関する情報を保持する第３情報保持部が設けられ、
　前記第２情報保持部に保持された情報と、前記第３情報保持部に保持された情報とが異
なる、
ことを特徴とする記録装置。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の記録装置において、前記制御部は、前記第２配置部に前記第３カー
トリッジが配置された状態において前記第３情報保持部に保持された情報に基づいて前記
キャリッジの動作を行わないように制御する、
ことを特徴とする記録装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被記録媒体に記録を行う記録装置に関する。　
　本願において、記録装置には、所定方向に記録ヘッドが移動しながら記録を行うシリア
ルプリンター、記録ヘッドが移動しないラインプリンター、及びこれらプリンター機能を
備える複写機、ファクシミリ等の種類が含まれるものとする。
【背景技術】
【０００２】
　記録装置の一例としてのインクジェットプリンター（以下、プリンターという。）は、
記録ヘッドから被記録媒体に向けてインクを吐出して記録を実行する。前記プリンターで
は、前記記録ヘッドに色の異なるインクを供給することにより、被記録媒体において多色
のインクによる記録が行われている。
【０００３】
　しかしながら、前記プリンターでは写真印刷のような多色のインクを使用した被記録媒
体への記録だけではなく、例えば、文書作成のように一色の記録、一例として黒色のイン
クのみを使用した被記録媒体への記録もニーズが高い。そこで、多色のインクによる記録
に対応する記録装置の構成を利用して一色（黒色）のインクのみで記録を行う記録装置が
ある（特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】ＷＯ２０１４／０２４４７２　Ａ１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１に記載のプリンターでは、記録ヘッドへのインクの供給方法として装置本体
外にインクを収容する大容量のインクタンクを設け、当該インクタンクからインクチュー
ブを介して記録ヘッドにインクを供給している。より具体的には、記録ヘッドを有するキ
ャリッジには、前記インクタンクから延びるインクチューブが接続されるアダプターを装
着可能な複数の装着部が設けられている。そして、前記プリンターでは、複数設けられた
装着部に１つのアダプターのみ装着されている。そして、前記インクタンクから供給され
た一色のインク（例えば、黒色インク）のみで被記録媒体に記録を行う様に構成されてい
る。
【０００６】
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　しかしながら、前記アダプターや、インクを収容するインクカートリッジを装着可能な
複数の装着部を有するプリンターにおいて、一部の装着部のみにアダプターやインクカー
トリッジを装着した状態でプリンターを使用すると、キャリッジのバランスが取れず、記
録品質の低下が起こる虞がある。
【０００７】
　本発明は、上記問題点に鑑みてなされたもので、記録品質の低下を抑制できる記録装置
を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を達成するため、本発明の第１の態様の記録装置は、媒体に記録を行う記録ヘ
ッドを備えるとともに、第１の方向及びその反対方向である第２の方向に移動可能なキャ
リッジと、前記記録ヘッド及び前記キャリッジを制御する制御部とを備え、前記キャリッ
ジは、前記記録ヘッドに液体を供給する第１カートリッジが配置される第１配置部及び前
記記録ヘッドに液体を供給しない第２カートリッジが配置される第２配置部を備え、前記
第１カートリッジは、当該第１カートリッジに関する情報を保持する第１情報保持部を備
え、前記第２カートリッジは、当該第２カートリッジに関する情報を保持する第２情報保
持部を備え、前記制御部は、前記第２情報保持部に保持された情報に基づき、前記第１カ
ートリッジに収容された液体のみを利用して記録を行う制御を実行することを特徴とする
。
【０００９】
　本態様によれば、前記制御部は前記第２情報保持部を介して前記第２配置部に前記第２
カートリッジが配置された状態を認識できる。そして、前記制御部はこの判断に基づいて
前記第１カートリッジに収容された液体のみを利用して記録動作を行う。つまり、前記キ
ャリッジのバランスがとれた状態で記録動作が行われるので、記録品質の低下が抑制でき
る。
【００１０】
　本発明の第２の態様の記録装置は、媒体に記録を行う記録ヘッドを備えるとともに、第
１の方向及びその反対方向である第２の方向に移動可能なキャリッジと、前記記録ヘッド
及び前記キャリッジを制御する制御部と、を備え、前記キャリッジは、前記記録ヘッドに
液体を供給する第１カートリッジが配置される第１配置部及び前記記録ヘッドに液体を供
給しない第２カートリッジが配置される第２配置部を備え、前記第１カートリッジは、当
該第１カートリッジに関する情報を保持する情報保持部を備え、前記制御部は、前記第２
配置部に前記第２カートリッジが配置されたことを検知する検知手段の情報をもとに、前
記第２配置部に前記第２カートリッジが配置された状態で、前記第１カートリッジに収容
された液体のみを利用して記録を行う制御を実行することを特徴とする。
【００１１】
　本態様によれば、前記第１配置部及び前記第２配置部を備える前記キャリッジにおいて
前記第１配置部に前記第１カートリッジが配置され、前記第２配置部に前記第２カートリ
ッジが配置された状態において、前記制御部は前記第１カートリッジに収容された液体の
みを利用して記録を行う制御を実行する。すなわち、前記キャリッジのバランスがとれた
状態で記録動作が行われるので、記録品質の低下が抑制できる。
【００１２】
　本発明の第３の態様の記録装置は、第１または第２の態様において、前記記録ヘッドは
、前記第１カートリッジから供給される液体を吐出する液体吐出ノズルのみを備えること
を特徴とする。
【００１３】
　本態様によれば、前記記録ヘッドは前記第１カートリッジから供給される液体を吐出す
る液体吐出ノズルのみを備えるので、前記記録ヘッドの構成を簡素化でき、コストダウン
を図れる。
【００１４】
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　本発明の第４の態様の記録装置は、第１から第３のいずれか一の態様において、前記キ
ャリッジにおける前記第２カートリッジが占める領域は、前記第１カートリッジが占める
領域よりも大きいことを特徴とする。
【００１５】
　本態様によれば、前記第２カートリッジの大きさは前記第１カートリッジよりも大きい
ので、前記第２カートリッジを取り外した状態で前記キャリッジの動作を行う場合、前記
キャリッジのバランスが悪くなる。しかしながら、本態様によれば、前記キャリッジは前
記第２カートリッジを配置した状態、つまり、前記キャリッジのバランスがとれた状態で
記録動作を実行できる。
【００１６】
　本発明の第５の態様の記録装置は、第１から第４のいずれか一の態様において、前記第
２カートリッジには液体が収容されていないことを特徴とする。　
　本態様によれば、前記第２カートリッジは液体を収容していない状態で前記第２配置部
に配置されるので、前記記録装置内で前記第２カートリッジから液体が漏れること防止で
きる。
【００１７】
　本発明の第６の態様の記録装置は、第５の態様において、前記第２カートリッジの上面
には、当該第２カートリッジの内側と外側とを連通させる大気開放孔が設けられているこ
とを特徴とする。
【００１８】
　本態様によれば、前記第２カートリッジの上面には、当該第２カートリッジの内側と外
側とを連通させる大気開放孔が設けられている。ここで、前記第１カートリッジに収容さ
れた液体を前記記録ヘッドに供給する際、前記記録ヘッド内で前記液体の水分が前記第２
カートリッジ側へ水分透過を起こし、前記第２カートリッジ内の圧力が上昇することがあ
る。しかしながら、本態様によれば、前記第２カートリッジ内の圧力が上昇した場合、前
記大気開放孔により前記第２カートリッジ内の気体が前記第２カートリッジの外側へ排出
され、前記第２カートリッジ内の圧力を下げられる。したがって、前記第２カートリッジ
内の圧力が上がりすぎて前記記録ヘッドの一部を損傷させる虞を低減できる。
【００１９】
　本発明の第７の態様の記録装置は、第１から第６のいずれか一の態様において、前記第
１カートリッジから前記記録ヘッドに供給される液体は黒色インクであることを特徴とす
る。　
　本態様によれば、前記第１カートリッジから前記記録ヘッドに供給される液体は黒色イ
ンクであるので、記録装置における既存の構成を利用しつつ、当該記録装置を容易にモノ
クロ記録専用機として使用できる。
【００２０】
　本発明の第８の態様の記録装置は、第１の態様において、前記第２カートリッジは、前
記第２配置部に対して着脱可能であり、前記第２配置部には、液体を収容した第３カート
リッジが装着可能であることを特徴とする。
【００２１】
　本態様によれば、前記第２配置部には前記第２カートリッジだけでなく、液体を収容し
た第３カートリッジも装着可能であるので、液体を収容した第１カートリッジと第３カー
トリッジをキャリッジに装着して記録を行う記録装置のキャリッジと前記キャリッジとの
構成を共通化でき、コストダウンを図れる。
【００２２】
　本発明の第９の態様の記録装置は、第８の態様において、前記第３カートリッジには、
当該第３カートリッジに関する情報を保持する第３情報保持部が設けられ、前記第２情報
保持部に保持された情報と、前記第３情報保持部に保持された情報とが異なることを特徴
とする。
【００２３】
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　本発明の第１０の態様の記録装置は、第９の態様において、前記制御部は、前記第２配
置部に前記第３カートリッジが配置された状態において前記第３情報保持部に保持された
情報に基づいて前記キャリッジの動作を行わないように制御することを特徴とする。
【００２４】
　本態様によれば、前記第２配置部に前記第３カートリッジが配置された状態では前記制
御部は前記キャリッジの動作を行わないように制御する。すなわち、前記制御部は前記第
２配置部に前記第２カートリッジが配置された状態でなければ前記キャリッジの動作を行
わないので、カートリッジを誤って配置した状態の前記記録装置の動作を防止できる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明に係るプリンターにおいてカバーを閉じた状態を示す外観斜視図。
【図２】本発明に係るプリンターにおいてカバーを開いた状態を示す外観斜視図。
【図３】本発明に係るプリンターにおける用紙搬送経路を示す側断面図。
【図４】本発明に係るプリンターにおける装置本体を示す斜視図。
【図５】本発明に係るプリンターの平面図。
【図６】本発明に係るキャリッジの斜視図。
【図７】本発明に係る第１カートリッジ及び第２カートリッジを上方側から見た斜視図。
【図８】本発明に係る第１カートリッジ及び第２カートリッジを下方側から見た斜視図。
【図９】第１カートリッジ及び第２カートリッジの蓋部を下方から見た斜視図。
【図１０】第２カートリッジの側断面図。
【図１１】第１の実施例におけるプリンターの記録動作実行におけるフローチャート図。
【図１２】第２の実施例におけるプリンターの概要図。
【図１３】第２の実施例におけるプリンターの記録動作実行におけるフローチャート図。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。尚、各実施例において同一の構
成については、同一の符号を付し、最初の実施例においてのみ説明し、以後の実施例にお
いてはその構成の説明を省略する。
【００２７】
　図１は本発明に係るプリンターにおいてカバーを閉じた状態を示す外観斜視図であり、
図２は本発明に係るプリンターにおいてカバーを開いた状態を示す外観斜視図であり、図
３は本発明に係るプリンターにおける用紙搬送経路を示す側断面図であり、図４は本発明
に係るプリンターにおける装置本体を示す斜視図であり、図５は本発明に係るプリンター
の平面図であり、図６は本発明に係るキャリッジの斜視図である。
【００２８】
　また、図７は本発明に係る第１カートリッジ及び第２カートリッジを上方側から見た斜
視図であり、図８は本発明に係る第１カートリッジ及び第２カートリッジを下方側から見
た斜視図であり、図９は第１カートリッジ及び第２カートリッジの蓋部を下方から見た斜
視図であり、図１０は第２カートリッジの側断面図であり、図１１は第１の実施例におけ
るプリンターの記録動作実行におけるフローチャート図であり、図１２は第２の実施例に
おけるプリンターの概要図であり、図１３は第２の実施例におけるプリンターの記録動作
実行におけるフローチャート図である。
【００２９】
　また、各図において示すＸ－Ｙ－Ｚ座標系はＸ方向が装置幅方向であるとともに用紙幅
方向、Ｙ方向が画像読取装置の奥行き方向及び用紙搬送方向、Ｚ方向が装置高さ方向を示
している。尚、各図において－Ｙ方向を装置前面側とし、＋Ｙ方向側を装置背面側とする
。
【００３０】
■■■第１の実施例■■■■
＜＜＜プリンターの概要＞＞＞
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　図１ないし図４を参照して、記録装置の一例としてのインクジェットプリンター１０（
以下「プリンター１０」という）の構成要素について説明する。プリンター１０は、装置
本体１２（図４参照）と、装置本体１２の周囲を覆って、プリンター１０の外観を構成す
るハウジング１４と、装置本体１２に対して開閉可能なカバー１６と、カバー１６が開い
た姿勢（図２参照）にある際に装置本体１２の上部に露出する操作部１８（図２及び図４
参照）とを備えている。また、ハウジング１４は上部ハウジング１４ａと下部ハウジング
１４ｂとを備えている。
【００３１】
　カバー１６は、閉じた状態においてプリンター１０の上面及び前面の一部を構成する（
図１参照）。カバー１６は装置本体１２に対して回動可能に取り付けられている。カバー
１６が装置本体１２に対して装置前方側（図２における－Ｙ軸方向）から装置後方側（図
２における＋Ｙ軸方向）へ向けて図２における反時計周り方向へ回動すると、図２に示す
開いた姿勢となる。本実施例では、カバー１６が図２に示す装置本体１２に対して開いた
姿勢にある際、カバー１６の内面は、「被記録媒体」としての用紙Ｐの載置面１６ａとし
て機能する。
【００３２】
　また、図２に示すようにカバー１６が閉じた姿勢（図１参照）から開いた姿勢に変化す
ると、装置本体１２の上部には操作部１８と、用紙供給口２０とが露出し、装置本体１２
の前面には排出口２２が露出する。操作部１８は、プリンター１０を操作するための電源
ボタンや印刷設定ボタン、表示パネル２４等を備えて構成されている。
【００３３】
　また、用紙供給口２０は、カバー１６の載置面１６ａに用紙Ｐが載置された際、載置面
１６ａから装置本体１２内部に用紙Ｐを供給する。また、排出口２２は、載置面１６ａか
ら用紙供給口２０を介して装置本体１２内に供給された用紙Ｐが、後述する記録部２６に
より記録が実行された状態で装置前面側（図２における－Ｙ軸方向側）に排出されること
を許容する。
【００３４】
＜＜＜用紙搬送経路の概要＞＞＞
　次いで、図３を参照しながら用紙搬送経路上の構成要素についてさらに詳説する。図３
において紙面右側（装置背面側）が給送経路上流であり、紙面左側（装置前面側）が給送
経路下流となっている。また、図３における符号Ｐ１が付された破線は、用紙Ｐの搬送経
路を示している。
【００３５】
　給送経路上流側には、ハウジング１４に対して開かれた状態のカバー１６の載置面１６
ａから用紙を給送経路下流側に給送する用紙供給部２８が設けられている。用紙供給部２
８は、用紙供給口２０と、該用紙供給口に設けられた一対の用紙ガイド３０と、用紙供給
口２０から投入された用紙の少なくとも一部を支持する用紙支持部３２と、該用紙支持部
３２と対向する位置に設けられた給送ローラー３４とを備えている。尚、カバー１６と用
紙支持部３２とは、用紙Ｐを傾斜姿勢で支持する。
【００３６】
　一対の用紙ガイド３０は、図２におけるＸ軸方向において＋Ｘ軸方向側に位置する用紙
ガイド３０ａと－Ｘ軸方向側に位置する用紙ガイド３０ｂとを備えている。用紙ガイド３
０ａは、－Ｘ軸方向側に位置する用紙ガイド３０ｂに対してＸ軸方向に沿って接近、離間
可能なように移動可能に構成されている。つまり、用紙ガイド３０ａは、用紙サイズに応
じてユーザーが用紙幅方向（Ｘ方向）にスライド操作できるように設けられている。
【００３７】
　用紙支持部３２は、図３において－Ｙ方向側に向かって下がり傾斜状に形成されている
。また、給送ローラー３４は、用紙支持部３２に載置された用紙Ｐに対して接離方向に揺
動可能に構成されている。給送ローラー３４は、用紙支持部３２に接近する方向に変位し
た際、用紙支持部３２に載置された最上位の用紙Ｐと接し、該最上位の用紙Ｐを給送経路
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下流側に給送する。
【００３８】
　用紙供給部２８の下流側には搬送部３６が設けられている。搬送部３６には、一対の搬
送ローラー対３８が設けられている。搬送ローラー対３８は図示しない駆動源により回転
駆動させられる。搬送部３６は、用紙供給部２８から給送された用紙Ｐを搬送ローラー対
３８でニップして搬送方向下流側に搬送する。搬送部３６の下流側には記録部２６が設け
られている。
【００３９】
　記録部２６は、キャリッジ４０と、該キャリッジの底部に設けられた、記録ヘッド４２
と、該記録ヘッドに対向し、媒体を支持するプラテン４４とを備えている。記録ヘッド４
２は、プラテン４４に支持された用紙Ｐと対向する。キャリッジ４０は、装置本体１２内
部に設けられた制御部４６により制御されるキャリッジ駆動モーター５２（図４参照）に
よって「第１の方向及びその反対方向である第２の方向」としての図４におけるＸ軸方向
（＋Ｘ軸方向及び－Ｘ軸方向）、つまり装置幅方向に往復動する様に駆動される。また、
プラテン４４は、用紙Ｐを下方から支持することにより、媒体の記録面と記録ヘッド４２
のヘッド面との間の距離（ギャップ）を規定する。
【００４０】
　記録部２６では、プラテン４４に支持された用紙Ｐが記録ヘッド４２に対向した際、記
録ヘッド４２の複数のノズル穴（図示せず）から「液体」としてのインクが用紙Ｐに向け
て吐出され、当該インクが用紙Ｐの記録面（記録ヘッド４２に対向する面）に着弾するこ
とにより記録が実行される。
【００４１】
　記録部２６の搬送方向下流側には、排出部４８が設けられている。排出部４８は、排出
駆動ローラー対５０を備えている。記録部２６で記録が実行された用紙Ｐは、排出駆動ロ
ーラー対５０にニップされて装置前面に形成された排出口２２から装置前方に向けて排出
される。尚、排出駆動ローラー対５０は図示しない駆動モーターにより回転駆動させられ
る。
【００４２】
　また、本実施例において装置本体１２の背面側端部には制御部４６が設けられている。
制御部４６は、操作部１８からの入力指令に応じて、搬送部３６、記録部２６及び排出部
４８における用紙の給送、搬送、排出、記録動作等のプリンター１０における用紙Ｐの記
録実行に必要な動作を制御している。また、制御部４６は、キャリッジ駆動モーター５２
（図４参照）の回転駆動を制御している。
【００４３】
＜＜＜キャリッジについて＞＞＞
　図４ないし図６を参照して本実施例におけるキャリッジ４０について説明する。本実施
例においてキャリッジ４０はキャリッジ駆動モーター５２の駆動力を受けて駆動するキャ
リッジ駆動手段５３により＋Ｘ軸方向及び－Ｘ軸方向に往復動可能に構成されている。キ
ャリッジ駆動手段５３は、キャリッジ駆動モーター５２の駆動軸に設けられた駆動プーリ
ー（不図示）と、当該駆動プーリーに対してＸ軸方向に間隔をおいて配置された従動ロー
ラー（不図示）と、駆動プーリー及び従動プーリーに掛けまわされた無端ベルト５５とを
備えている。
【００４４】
　本実施例では、一例としてキャリッジ４０の一部が無端ベルト５５の一部を把持してい
る。そして、キャリッジ駆動モーター５２が駆動されると無端ベルト５５が回転し、キャ
リッジ４０をＸ軸方向に移動させる。また、図４におけるキャリッジ４０の位置をキャリ
ッジ４０のホームポジションとする。尚、図５においてカバー１６の図示は省略している
。
【００４５】
　キャリッジ４０は、上方に開口された箱状の筐体５４と、筐体５４の下部に設けられた



(9) JP 6601063 B2 2019.11.6

10

20

30

40

50

記録ヘッド４２（図３参照）とを備えている。箱状の筐体５４には、後述する第１カート
リッジ５６が配置される第１配置部５４ａと、後述する第２カートリッジ５８とが配置さ
れる第２配置部５４ｂと、が設けられている。
【００４６】
　本実施例において、第１配置部５４ａには、記録ヘッド４２にインクを供給するインク
供給部６０ａと、接続部６２ａ（図５参照）とが設けられている。インク供給部６０ａは
、記録ヘッド４２内に設けられた流路（不図示）に接続されている。そして、前記流路は
記録ヘッド４２の下部に設けられたインク吐出ノズル（不図示）に接続されている。つま
り、第１配置部５４ａに第１カートリッジ５６が配置、あるいは装着されると第１カート
リッジ５６からインク供給部６０ａにインクが供給され、前記流路を介してインク吐出ノ
ズルから用紙Ｐに向けて吐出が可能となる。また、本実施例において接続部６２ａは、制
御部４６と電気的に接続されている。尚、接続部６２ａについては、後述する。
【００４７】
　第２配置部５４ｂには、記録ヘッド４２内の図示しない流路に接続されているインク供
給部６０ｂ、６０ｃ、６０ｄと、接続部６２ｂ（図５参照）とが設けられている。尚、本
実施例における記録ヘッド４２には、インク供給部６０ｂ、６０ｃ、６０ｄにそれぞれ接
続された前記流路（不図示）に対応するインク吐出ノズルは設けられていない。つまり、
本実施例における記録ヘッド４２は、第１カートリッジ５６から供給されるインクのみを
吐出可能に構成されている。また、本実施例において接続部６２ｂは、制御部４６と電気
的に接続されている。尚、接続部６２ｂについては、後述する。
【００４８】
＜＜＜カートリッジについて＞＞＞
　次いで、図７ないし図１０を参照して第１カートリッジ５６及び第２カートリッジ５８
について説明する。第１カートリッジ５６は、箱状のカートリッジ本体５６ａと蓋体５６
ｂとを備えている。蓋体５６ｂはカートリッジ本体５６ａの上部に取り付けられている。
そして、カートリッジ本体５６ａ内にはインクを収容するための内部空間が形成される。
本実施例では、第１カートリッジ５６の内部空間には、一例として黒色インクが収容され
ている。また、第１カートリッジ５６の下部にはインク供給口６４（図８参照）が設けら
れている。インク供給口６４は、第１カートリッジ５６が第１配置部５４ａに配置、ある
いは装着された際、インク供給部６０ａと密着し、第１カートリッジ５６内に収容された
黒色インクをインク供給部６０ａを介して記録ヘッド４２に供給する。
【００４９】
　また、第１カートリッジ５６には、第１情報保持部６６が設けられている。本実施例に
おいて第１情報保持部６６は回路基板として構成されている。より具体的には、第１情報
保持部６６は、第１カートリッジ５６内に収容されているインクカートリッジの種類、イ
ンクの残量等の情報を記憶する記憶素子を備え、第１カートリッジ５６の情報を保持して
いる。そして、第１カートリッジ５６が第１配置部５４ａに配置、あるいは装着された際
、第１情報保持部６６は、キャリッジ４０の接続部６２ａに接触する。その結果、第１情
報保持部６６は制御部４６に電気的に接続される。そして、第１情報保持部６６と制御部
４６との間で、第１カートリッジ５６の情報が送受信される。
【００５０】
　また、蓋体５６ｂの上面には大気開放孔６８Ａ（図７参照）が設けられている。また、
蓋体５６ｂの下面には穴７０Ａが設けられている。そして、蓋体５６ｂ内には、一端が大
気開放孔６８Ａと連通し、他端が穴７０Ａと連通している大気開放流路７２Ａが設けられ
ている。
【００５１】
　本実施例において第１カートリッジ５６内の内部空間の圧力が高くなった場合、前記内
部空間の気体が、穴７０Ａ、大気開放流路７２Ａ及び大気開放孔６８Ａを介して第１カー
トリッジ５６の外側に排出される。その結果、第１カートリッジ５６内の内部空間の圧力
が下がる。逆に、第１カートリッジ５６内の内部空間の圧力が低くなった場合、大気開放
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孔６８Ａ、大気開放流路７２Ａ及び穴７０Ａを介して第１カートリッジ５６内に外気が流
入する。その結果、第１カートリッジ５６内の内部空間の圧力が戻る。つまり、大気開放
孔６８Ａ、大気開放流路７２Ａ及び穴７０Ａは第１カートリッジ５６内の圧力を一定に調
節する。
【００５２】
　次に第２カートリッジ５８について説明する。第２カートリッジ５８は、本来複数の色
のインク、例えば、マゼンタ、シアン、イエロー等のインクを収容するカラーインクカー
トリッジとして構成されているが、本実施例では第２カートリッジ５８にはこれらのイン
クを収容せずに空の状態のまま、キャリッジ４０の第２配置部５４ｂに配置、または装着
して使用する。
【００５３】
　第２カートリッジ５８は、箱状のカートリッジ本体５８ａと蓋体５８ｂとを備えている
。そして、蓋体５８ｂはカートリッジ本体５８ａの上部に取り付けられ、カートリッジ本
体５８ａ内にインクを収容するための内部空間５９（図１０参照）を形成する。本実施例
において、第２カートリッジ５８内は一例として３つに区切られ、３つの内部空間５９を
形成している。尚、図１０において符号５９Ｂが付された内部空間は後述する大気開放孔
６８Ｂと連通し、符号５９Ｄが付された内部空間は後述する大気開放孔６８Ｄと連通して
いる。尚、図１０において後述する大気開放孔６８Ｃと連通する内部空間については図示
を省略している。
【００５４】
　また、第２カートリッジ５８の下部には、３つの内部空間５９にそれぞれ対応する開口
部７４Ａ、７４Ｂ、７４Ｃが設けられている。開口部７４Ａ、７４ｂ、７４Ｃは、第２カ
ートリッジ５８が第２配置部５４ｂに配置、あるいは装着された際、インク供給部６０ｂ
、６０ｃ、６０ｄと密着する。
【００５５】
　また、第２カートリッジ５８には、第２情報保持部７６が設けられている。本実施例に
おいて第２情報保持部７６は回路基板として構成されている。より具体的には、第２情報
保持部７６は、第２カートリッジ５８がインクを収容していないダミーカートリッジとし
て構成されているという情報を記憶する記憶素子を備え、第２カートリッジ５８の情報を
保持している。そして、第２カートリッジ５８が第２配置部５４ｂに配置、あるいは装着
された際、第２情報保持部７６は、キャリッジ４０の接続部６２ｂに接触する。その結果
、第２情報保持部７６は制御部４６に電気的に接続される。そして、第２情報保持部７６
と制御部４６との間で、第２カートリッジ５８の情報が送受信される。
【００５６】
　また、蓋体５８ｂの上面には大気開放孔６８Ｂ、６８Ｃ、６８Ｄ（図７参照）が設けら
れている。また、蓋体５８ｂの下面には穴７０Ｂ、７０Ｃ、７０Ｄが設けられている。そ
して、蓋体５８ｂ内には、一端が大気開放孔６８Ｂと連通し、他端が穴７０Ｂと連通する
大気開放流路７２Ｂと、一端が大気開放孔６８Ｃと連通し、他端が穴７０Ｃと連通する大
気開放流路７２Ｃと、一端が大気開放孔６８Ｄと連通し、他端が穴７０Ｄと連通する大気
開放流路７２Ｄとが設けられている。
【００５７】
　そして、大気開放孔６８Ｂ、６８Ｃ、６８Ｄ、穴７０Ｂ、７０Ｃ、７０Ｄ及び大気開放
流路７２Ｂ、７２Ｃ、７２Ｄは第２カートリッジ５８内の３つの内部空間の圧力を一定に
保つように機能する。
【００５８】
　また、再度図４及び図７を参照するに、キャリッジ４０において第１カートリッジ５６
はホームポジションと反対の側に配置され、第２カートリッジ５８はホームポジション側
に配置されている。つまり、本実施例において第１カートリッジ５６は装置幅方向におい
て用紙Ｐの搬送領域に近い側に位置している。ここで、本実施例では記録ヘッド４２にお
いて第１カートリッジ５６に収容されたインクを吐出するインク吐出ノズル（不図示）も
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装置幅方向において用紙Ｐの搬送領域に近い側に配置されている。したがって、本実施例
において第１カートリッジ５６に収容されたインクのみを利用して用紙Ｐへの記録を実行
する場合、キャリッジ４０をホームポジションから、第１カートリッジ５６に対応するイ
ンク吐出ノズルが用紙Ｐのホームポジションと反対側の端部に対向する位置まで移動させ
ればよく、キャリッジ４０の第２カートリッジ５８が設けられた領域を前記対向する位置
まで移動させる必要がない。その結果、キャリッジ４０の記録動作における装置幅方向へ
の移動量を小さくでき、プリンター１０におけるスループットを向上させることができる
。また、キャリッジ４０における第２カートリッジ５８が占める領域は第１カートリッジ
５６が占める領域よりも大きく設定されている。
【００５９】
　また、キャリッジ４０に黒色インクが収容された第１カートリッジ５６と、インクを収
容していない第２カートリッジ５８とが装着された状態において、第１カートリッジ５６
に収容された黒色インクは記録ヘッド４２内に設けられた流路（不図示）に流れ込む。こ
こで、記録ヘッド４２内では、第１カートリッジ５６のインクに対応する流路と、第２カ
ートリッジ５８に対応する流路とは近傍に配置されているので、インクの水分が第１カー
トリッジ５６に対応する流路から第２カートリッジに対応する流路に透過することがある
。
【００６０】
　そして透過した水分は第２カートリッジに対応する流路を遡って第２カートリッジ５８
内の内部空間５９（図１０参照）に到達する。そして、第２カートリッジ５８において温
度変化が生じると内部空間５９の圧力が高まることとなる。しかしながら、内部空間５９
は大気開放孔６８Ｂ、６８Ｃ、６８Ｄ、穴７０Ｂ、７０Ｃ、７０Ｄ及び大気開放流路７２
Ｂ、７２Ｃ、７２Ｄにより内部空間５９の圧力を一定に保つように機能するので、内部空
間５９の圧力が高くなりすぎて、内部空間５９と連通する前記流路に圧力が掛かって記録
ヘッド４２が損傷する虞を抑制できる。
【００６１】
＜＜＜プリンター１０の動作について＞＞＞
　次いで図１１を参照して、制御部４６によるプリンター１０の制御について説明する。
ステップＳ１としてユーザーがプリンター１０の電源をＯＮ状態とし、プリンター１０を
起動させる。次いで、制御部４６はキャリッジ４０をＸ軸方向に移動させて、メジャーメ
ント動作を行う。具体的には、制御部４６は、キャリッジ４０のＸ軸方向への移動により
生じるキャリッジ駆動モーター５２における負荷の変動、すなわち電流値の変化を確認す
る。そして、制御部４６は、キャリッジ駆動モーター５２の電流値の変化を補正値として
キャリッジ４０の駆動制御のパラメーターに盛り込む。
【００６２】
　次いで、制御部４６はステップＳ３としてメジャーメント動作が終了したか否かの確認
を行う。メジャーメント動作が終了していない場合はステップＳ２に戻り、メジャーメン
ト動作を継続する。メジャーメント動作が終了した場合には、制御部４６は、ステップＳ
４としてキャリッジ４０に第１カートリッジ５６が配置、あるいは装着されているか否か
を確認する。具体的には、制御部４６は、第１配置部５４ａの接続部６２ａに接続された
第１情報保持部６６と第１カートリッジ５６の情報の送受信を行う。
【００６３】
　制御部４６が第１情報保持部６６との情報の送受信が行えない場合、制御部４６はキャ
リッジ４０に第１カートリッジ５６が配置、あるいは装着されていないと判断し、ステッ
プＳ５として操作部１８の表示パネル２４に案内表示を行う。具体的には、一例として表
示パネル２４に「キャリッジに第１カートリッジを取り付けてください」とのメッセージ
を表示させる。そして、ユーザーが第１カートリッジ５６をキャリッジ４０に取り付けた
後、操作部１８を操作すると、制御部４６は再度ステップＳ４としてキャリッジ４０に第
１カートリッジ５６が取り付けられているか否かの確認を行う。
【００６４】
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　制御部４６が第１情報保持部６６との情報の送受信が行えた場合、制御部４６はステッ
プＳ６としてキャリッジ４０に第２カートリッジ５８が配置、あるいは装着されているか
否かを確認する。具体的には、制御部４６は、第２配置部５４ｂの接続部６２ｂに接続さ
れた第２情報保持部７６と第２カートリッジ５８の情報の送受信を行う。
【００６５】
　制御部４６が第２情報保持部７６との情報の送受信が行えない場合、制御部４６はキャ
リッジ４０に第２カートリッジ５８が配置、あるいは装着されていないと判断し、ステッ
プＳ７として操作部１８の表示パネル２４に案内表示を行う。具体的には、一例として表
示パネル２４に「キャリッジに第２カートリッジを取り付けてください」とのメッセージ
を表示させる。そして、ユーザーが第２カートリッジ５８をキャリッジ４０に取り付けた
後、操作部１８を操作すると、制御部４６は再度ステップＳ６としてキャリッジ４０に第
２カートリッジ５８が取り付けられているか否かの確認を行う。
【００６６】
　制御部４６が第２情報保持部７６との情報の送受信が行えた場合、制御部４６はステッ
プＳ８として第１カートリッジ５６に収容された黒色インクのみを利用してキャリッジ４
０に記録動作を実行させる。
【００６７】
　尚、本実施例では、制御部４６は、第２情報保持部７６に保持されている第２カートリ
ッジ５８の情報を確認しなければ、記録動作を実行できないように構成されている。具体
的には、第２カートリッジ５８と同じ構成のカートリッジに複数の色のインク（例えば、
マゼンタ、シアン、イエロー）を収容したカートリッジを第３カートリッジ７８とし、第
３カートリッジ７８には第３カートリッジの情報を保持する第３情報保持部８０が設けら
れているとする。尚、第３情報保持部８０に保持された情報は、第２情報保持部７６に保
持された情報と異なるものとする。
【００６８】
　そして、第３カートリッジ７８を第２配置部５４ｂに取り付けた場合、制御部４６は、
第３情報保持部８０の情報を第３情報保持部８０と送受信する。その結果、制御部４６は
キャリッジ４０の第２配置部５４ｂに取り付けられているカートリッジが第２カートリッ
ジ５８ではないと確認できる。したがって、制御部４６はキャリッジ４０における記録動
作を実行しないように制御する。
【００６９】
　また、本実施例では、キャリッジ４０に第１カートリッジ５６及び第２カートリッジ５
８を取り付けた状態で記録動作を実行するように構成されている。このため、プリンター
１０内においてキャリッジ４０が動作することによるインクミストの影響について、キャ
リッジ４０に第１カートリッジ５６（黒色インク）及び第３カートリッジ７８（カラーイ
ンク）を取り付けた状態、すなわち既存のカラーインクプリンターに対応するキャリッジ
と同じ状態とすることができる。その結果、プリンター１０において既存の構成を利用す
ることができ、コストダウンを図れる。
【００７０】
＜＜＜第１の実施例の変更例＞＞＞
（１）本実施例において、第２配置部５４ｂに第２カートリッジ５８が取り付けられた状
態においてのみ制御部４６はキャリッジ４０の記録動作を実行する構成としたが、制御部
４６は第２配置部５４ｂに第３カートリッジ７８が取り付けられている状態でもキャリッ
ジ４０の記録動作を実行する構成としてもよい。
（２）また、本実施例において第２情報保持部７６の保持情報と第３情報保持部８０の保
持情報とを異なる情報としたが、この構成に代えて第２情報保持部７６の保持情報と第３
情報保持部８０の保持情報とを同じ情報としてもよい。
（３）また、本実施例では、第２カートリッジ５８を第２配置部５４ｂに着脱可能に構成
したが、この構成に代えて第２カートリッジ５８を第２配置部５４ｂに固定する構成とし
てもよい。
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【００７１】
（４）また、本実施例において第２カートリッジ５８は既存のカラーインクカートリッジ
を流用する構成としたが、この構成に代えて、黒色インクでの記録専用のカートリッジと
して構成してもよい。
（５）また、本実施例において第１カートリッジ５６と第２カートリッジ５８とは別体の
カートリッジとして構成したが、この構成に代えて、第１カートリッジ５６と第２カート
リッジ５８とを一体のカートリッジとして構成してもよい。
（６）また、本実施例では記録ヘッド４２には黒色インクに対応するインク吐出ノズルの
みを設ける構成としたが、既存の記録ヘッドをそのまま使用し、カラーインクに対応する
インク吐出ノズルが設けられている構成としてもよい。
【００７２】
（７）本実施例においてメジャーメント動作の後にキャリッジ４０における第１カートリ
ッジ５６及び第２カートリッジ５８の取付の有無を確認したが、この構成に代えて、メジ
ャーメント動作前に第１カートリッジ５６及び第２カートリッジ５８の取付の有無を確認
してもよい。
（８）また、本実施例では、キャリッジ４０に黒色インクを収容する第１カートリッジ５
６を取り付ける構成としたが、この構成に代えて、プリンター１０の内側或いは外側にイ
ンクを収容するインク収容部を設け、該インク収容部から延びるインクチューブに接続さ
れたアダプターをキャリッジ４０に取り付ける構成としてもよい。
（９）本実施例において第２カートリッジ５８をホームポジション側に配置したが、この
構成に代えて、第１カートリッジ５６をホームポジション側に配置してもよい。
（１０）また、本実施例では、プリンター１０においてメジャーメント動作を実行するよ
うに構成したが、この構成に代えて制御部４６はプリンター１０においてメジャーメント
動作を実行せずに記録動作を実行するように制御してもよい。
【００７３】
■■■第２の実施例■■■■
　次いで、図１２を参照して第２の実施例に係るプリンター８２ついて説明する。第２の
実施例では、第２カートリッジ５８に第２情報保持部７６が設けられていない点で第１の
実施例と相違する。尚、図１２において、符号８４が付されたカートリッジは本実施例に
おける第２カートリッジを示している。
【００７４】
　ここで、本実施例におけるキャリッジ駆動手段５３について説明すると、キャリッジ駆
動手段５３はキャリッジ駆動モーター５２の駆動軸に取り付けられた駆動プーリー８６と
、駆動プーリー８６に対してＸ軸方向に間隔をおいて配置された従動プーリー８８と、駆
動プーリー８６及び従動プーリー８８に掛けまわされた無端ベルト５５とを備えている。
そして、無端ベルト５５の一部は、キャリッジ４０の一部に把持されている。つまり、本
実施例においてもキャリッジ４０はキャリッジ駆動手段５３によって図１２におけるＸ軸
方向に往復移動させられる。
【００７５】
　キャリッジ４０の筐体５４には第１配置部５４ａ及び第２配置部５４ｂが設けられてい
る。そして第１配置部５４ａには、黒色インクを収容する第１カートリッジ５６が取り付
けられている。尚、第１カートリッジ５６には、当該第１カートリッジ５６の情報を保持
する「情報保持部」としての第１情報保持部６６が設けられている。第１情報保持部６６
は、第１カートリッジ５６が第１配置部５４ａに取り付けられた状態において、制御部４
６と電気的に接続され、制御部４６との間で第１カートリッジ５６の情報を送受信する。
【００７６】
　また、第２配置部５４ｂには、第２カートリッジ８４が取り付けられている。尚、本実
施例における第２カートリッジ８４には第２情報保持部７６は設けられていない点を除き
、第１実施例における第２カートリッジ５８と同様に構成されている。
【００７７】
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　本実施例において、制御部４６は、「検知手段」としての電流計測部９０を介してキャ
リッジ駆動モーター５２を制御している。本実施例において、電流計測部９０はキャリッ
ジ駆動モーター５２における負荷抵抗、すなわちキャリッジ駆動モーター５２の駆動時に
おける電流値を計測している。
【００７８】
　次いで図１３を参照して、制御部４６によるプリンター８２の制御について説明する。
ステップＳ１としてユーザーがプリンター８２の電源をＯＮ状態とし、プリンター８２を
起動させる。次いで、ステップＳ２として制御部４６はキャリッジ４０の第１配置部５４
ａに第１カートリッジ５６が取り付けられているか否かを確認する。具体的には制御部４
６は第１カートリッジ５６の第１情報保持部６６と第１カートリッジ５６についての情報
の送受信を行う。
【００７９】
　制御部４６が第１情報保持部６６との情報の送受信が行えない場合、制御部４６はキャ
リッジ４０に第１カートリッジ５６が配置、あるいは装着されていないと判断し、ステッ
プＳ３として操作部１８の表示パネル２４に案内表示を行う。具体的には、一例として表
示パネル２４に「キャリッジに第１カートリッジを取り付けてください」とのメッセージ
を表示させる。そして、ユーザーが第１カートリッジ５６をキャリッジ４０に取り付けた
後、操作部１８を操作すると、制御部４６は再度ステップＳ２に戻り、キャリッジ４０に
第１カートリッジ５６が取り付けられているか否かの確認を行う。
【００８０】
　制御部４６が第１情報保持部６６との情報の送受信が行えた場合、ステップＳ４として
制御部４６はキャリッジ４０をＸ軸方向に移動させて、メジャーメント動作を行う。そし
て、ステップＳ５として制御部４６は、キャリッジ４０のＸ軸方向への移動により生じる
キャリッジ駆動モーター５２における負荷の変動、すなわち電流値の変化を電流計測部９
０により計測する。
【００８１】
　そして、ステップＳ６として制御部４６は電流計測部９０により計測されたキャリッジ
駆動モーター５２の電流値と、制御部４６内に記憶されたキャリッジ駆動モーター５２に
おける電流値の初期設定値及び前回計測した電流値の少なくともいずれかとを比較する。
【００８２】
　そして、制御部４６は、計測されたキャリッジ駆動モーター５２の電流値と、キャリッ
ジ駆動モーター５２の電流値の初期設定値及び前回計測した電流値の少なくともいずれか
とを比較した結果、今回計測された電流値が比較対象の電流値に対して設定された許容範
囲内にない場合、制御部４６はキャリッジ４０に第２カートリッジ８４が取り付けられて
いないと判断し、ステップＳ７として操作部１８の表示パネル２４に案内表示を行う。
【００８３】
　具体的には、一例として表示パネル２４に「キャリッジに第２カートリッジを取り付け
てください」とのメッセージを表示させる。そして、ユーザーが第２カートリッジ８４を
キャリッジ４０に取り付けた後、操作部１８を操作すると、制御部４６は再度ステップＳ
４に戻り、キャリッジ４０のメジャーメント動作を続行させる。
【００８４】
　また、電流計測部９０により今回計測された電流値が比較対象の電流値に対して設定さ
れた許容範囲内にある場合、制御部４６はキャリッジ４０に第２カートリッジ８４が取り
付けられていると判断する。尚、この際、制御部４６はキャリッジ駆動モーター５２の電
流値の変化を補正値としてキャリッジ４０の駆動制御のパラメーターに盛り込む。
【００８５】
　そして、制御部４６は、ステップＳ８としてプリンター８２における記録動作を実行す
る。具体的には、制御部４６は、第２カートリッジ８４がキャリッジ４０に取り付けられ
た状態において第１カートリッジ５６に収容された黒色インクのみを利用してキャリッジ
４０に用紙Ｐへの記録を実行させる。
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【００８６】
＜＜＜実施例の変更例＞＞＞
（１）本実施例においてキャリッジ４０における第２カートリッジ８４の取付の有無を検
知する検知手段として、キャリッジ駆動モーター５２の電流値を計測する電流計測部９０
を設ける構成としたが、この構成に代えて、キャリッジ４０の第２配置部５４ｂにスイッ
チを設ける構成としてもよい。具体的には、一例として第２配置部５４ｂに第２カートリ
ッジ８４が取り付けられると前記スイッチがＯＮ状態となり、第２カートリッジ８４が第
２配置部５４ｂから取り外されるとＯＦＦ状態となるよう構成としてもよい。また、その
逆であってもよい。また、スイッチは、機械式、光学式、電気接点式、磁気式等のスイッ
チでもよく、キャリッジ４０における第２カートリッジ８４の着脱を検出できればよい。
【００８７】
（２）本実施例では、キャリッジ４０における第１カートリッジ５６の検出を第２カート
リッジ８４の検出より前に行っているが、この構成に代えて、第１カートリッジ５６の検
出を第２カートリッジ８４の検出より後に行ってもよい。
（３）また、本実施例においてキャリッジ４０に第２カートリッジ８４を取り付ける構成
としたが、この構成に代えて、バランサー（重り）を取り付ける構成としてもよい。この
構成においてバランサーの重量は第２カートリッジ８４の重量に対応する構成となってい
る。
【００８８】
　上記説明をまとめると、プリンター１０は、用紙Ｐに記録を行う記録ヘッド４２を備え
るとともに、装置幅方向に移動可能なキャリッジ４０と、記録ヘッド４２及びキャリッジ
４０を制御する制御部４６とを備え、キャリッジ４０は、記録ヘッド４２にインクを供給
する第１カートリッジ５６が配置される第１配置部５４ａ及び記録ヘッド４２にインクを
供給しない第２カートリッジ５８が配置される第２配置部５４ｂを備え、第１カートリッ
ジ５６は、第１カートリッジ５６に関する情報を保持する第１情報保持部６６を備え、第
２カートリッジ５８は、第２カートリッジ５８に関する情報を保持する第２情報保持部７
６を備え、制御部４６は、第２情報保持部７６に保持された情報に基づき、第１カートリ
ッジ５６に収容されたインクのみを利用して記録を行う制御を実行する。
【００８９】
　上記構成によれば、制御部４６は第２情報保持部７６を介して第２配置部５４ｂに第２
カートリッジ５８が配置された状態を認識できる。そして、制御部４６はこの判断に基づ
いて第１カートリッジ５６に収容されたインクのみを利用して記録動作を行う。つまり、
キャリッジ４０のバランスがとれた状態で記録動作が行われるので、記録品質の低下が抑
制できる。
【００９０】
　プリンター８２は、用紙Ｐに記録を行う記録ヘッド４２を備えるとともに、装置幅方向
に移動可能なキャリッジ４０と、記録ヘッド４２及びキャリッジ４０を制御する制御部４
６と、を備え、キャリッジ４０は、記録ヘッド４２にインクを供給する第１カートリッジ
５６が配置される第１配置部５４ａ及び記録ヘッド４２にインクを供給しない第２カート
リッジ８４が配置される第２配置部５４ｂを備え、第１カートリッジ５６は、第１カート
リッジ５６に関する情報を保持する情報保持部６６を備え、制御部４６は、第２配置部５
４ｂに第２カートリッジ８４が配置されたことを検知する電流計測部９０の情報をもとに
、第２配置部５４ｂに第２カートリッジ８４が配置された状態で、第１カートリッジ５６
に収容されたインクのみを利用して記録を行う制御を実行する。
【００９１】
　上記構成によれば、第１配置部５４ａ及び第２配置部５４ｂを備えるキャリッジ４０に
おいて第１配置部５４ａに第１カートリッジ５６が配置され、第２配置部５４ｂに第２カ
ートリッジ８４が配置された状態において、制御部４６は第１カートリッジ５６に収容さ
れたインクのみを利用して記録を行う制御を実行する。すなわち、キャリッジ４０のバラ
ンスがとれた状態で記録動作が行われるので、記録品質の低下が抑制できる。
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【００９２】
　また、プリンター１０、８２において記録ヘッド４２は、第１カートリッジ５６から供
給されるインクを吐出する液体吐出ノズルのみを備えている。この構成によれば、記録ヘ
ッド４２の構成を簡素化でき、コストダウンを図れる。
【００９３】
　また、プリンター１０、８２においてキャリッジ４０における第２カートリッジ５８、
８４が占める領域は、第１カートリッジ５６が占める領域よりも大きい。ここで、第２カ
ートリッジ５８、８４を取り外した状態でキャリッジ４０の動作を行う場合、キャリッジ
４０のバランスが悪くなる。しかしながら、この構成においてキャリッジ４０は第２カー
トリッジ５８、８４を配置した状態、つまり、キャリッジ４０のバランスがとれた状態で
記録動作を実行できる。
【００９４】
　また、プリンター１０、８２において第２カートリッジ５８、８４にはインクが収容さ
れていない。この構成によれば、第２カートリッジ５８、８４はインクを収容していない
状態で第２配置部５４ｂに配置されるので、プリンター１０、８２内で第２カートリッジ
５８、８４からインクが漏れること防止できる。
【００９５】
　また、プリンター１０、８２において第２カートリッジ５８、８４の上面には、第２カ
ートリッジ５８、８４の内側と外側とを連通させる大気開放孔６８Ｂ、６８Ｃ、６８Ｄが
設けられている
【００９６】
　ここで、第１カートリッジ５６に収容されたインクを記録ヘッド４２に供給する際、記
録ヘッド４２内でインクの水分が第２カートリッジ５８、８４側へ水分透過を起こし、第
２カートリッジ５８、８４内の圧力が上昇することがある。しかしながら、この構成によ
れば、第２カートリッジ５８、８４内の圧力が上昇した場合、大気開放孔６８Ｂ、６８Ｃ
、６８Ｄにより第２カートリッジ５８、８４内の気体が第２カートリッジ５８、８４の外
側へ排出され、第２カートリッジ５８、８４内の圧力を下げられる。したがって、第２カ
ートリッジ５８、８４内の圧力が上がりすぎて記録ヘッド４２の一部を損傷させる虞を低
減できる。
【００９７】
　また、プリンター１０、８２において、第１カートリッジ５６から記録ヘッド４２に供
給される液体は黒色インクである。この構成によれば、プリンター１０、８２における既
存の構成を利用しつつ、当該プリンター１０、８２を容易にモノクロ記録専用機として使
用できる。
【００９８】
　また、プリンター１０において、第２カートリッジ５８は、第２配置部５４ｂに対して
着脱可能であり、第２配置部５４ｂには、インクを収容した第３カートリッジ７８が装着
可能である。この構成によれば、第２配置部５４ｂには第２カートリッジ５８だけでなく
、インクを収容した第３カートリッジ７８も装着可能であるので、インクを収容した第１
カートリッジ５６と第３カートリッジ７８をキャリッジ４０に装着して記録を行うプリン
ターのキャリッジとキャリッジ４０との構成を共通化でき、コストダウンを図れる。
【００９９】
　また、プリンター１０において、第３カートリッジ７８には、第３カートリッジ７８に
関する情報を保持する第３情報保持部８０が設けられ、第２情報保持部７６に保持された
情報と、第３情報保持部８０に保持された情報とが異なる。
【０１００】
　また、プリンター１０において、制御部４６は、第２配置部５４ｂに第３カートリッジ
７８が配置された状態において第３情報保持部８０に保持された情報に基づいてキャリッ
ジ４０の動作を行わないように制御する。
【０１０１】
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　上記構成によれば、第２配置部５４ｂに第３カートリッジ７８が配置された状態では制
御部４６はキャリッジ４０の動作を行わないように制御する。すなわち、制御部４６は第
２配置部５４ｂに第２カートリッジ５８が配置された状態でなければキャリッジ４０の動
作を行わないので、カートリッジを誤って配置した状態におけるプリンター１０の動作を
防止できる。
【０１０２】
　また、本実施形態では本発明に係る第２カートリッジ５８、８４を記録装置の一例とし
てのインクジェットプリンターに適用したが、その他液体噴射装置一般に適用することも
可能である。　
　ここで、液体噴射装置とは、インクジェット式記録ヘッドが用いられ、該記録ヘッドか
らインクを吐出して被記録媒体に記録を行うプリンター、複写機及びファクシミリ等の記
録装置に限らず、インクに代えてその用途に対応する液体を前記インクジェット式記録ヘ
ッドに相当する液体噴射ヘッドから被記録媒体に相当する被噴射媒体に噴射して、前記液
体を前記被噴射媒体に付着させる装置を含むものである。
【０１０３】
　液体噴射ヘッドとして、前記記録ヘッドの他に、液晶ディスプレー等のカラーフィルタ
ー製造に用いられる色材噴射ヘッド、有機ＥＬディスプレーや面発光ディスプレー（ＦＥ
Ｄ）等の電極形成に用いられる電極材（導電ペースト）噴射ヘッド、バイオチップ製造に
用いられる生体有機物噴射ヘッド、精密ピペットとしての試料噴射ヘッド等が挙げられる
。
【０１０４】
　尚、本発明は上記実施例に限定されることなく、特許請求の範囲に記載した発明の範囲
内で、種々の変形が可能であり、それらも本発明の範囲内に含まれるものであることは言
うまでもない。
【符号の説明】
【０１０５】
１０、８２　プリンター、１２　装置本体、１４　ハウジング、１４ａ　上部ハウジング
、
１４ｂ　下部ハウジング、１６　カバー、１６ａ　載置面、１８　操作部、
２０　用紙供給口、２２　排出口、２４　表示パネル、２６　記録部、２８　用紙供給部
、
３０、３０ａ、３０ｂ　用紙ガイド、３２　用紙支持部、３４　給送ローラー、
３６　搬送部、３８　搬送ローラー対、４０　キャリッジ、４２　記録ヘッド、
４４　プラテン、４６　制御部、４８　排出部、５０　排出駆動ローラー対、
５２　キャリッジ駆動モーター、５３　キャリッジ駆動手段、５４　筐体、
５４ａ　第１配置部、５４ｂ　第２配置部、５５　無端ベルト、５６　第１カートリッジ
、
５６ａ、５８ａ　カートリッジ本体、５６ｂ、５８ｂ　蓋体、
５８、８４　第２カートリッジ、５９　内部空間、
６０ａ、６０ｂ、６０ｃ、６０ｄ　インク供給部、６２ａ、６２ｂ　接続部、
６４　インク供給口、６６　第１情報保持部、
６８Ａ、６８Ｂ、６８Ｃ、６８Ｄ　大気開放孔、７０Ａ、７０Ｂ、７０Ｃ、７０Ｄ　穴、
７２Ａ、７２Ｂ、７２Ｃ、７２Ｄ　大気開放流路、
７４Ａ、７４Ｂ、７４Ｃ、７４ｂ　開口部、７６　第２情報保持部、
７８　第３カートリッジ、８０　第３情報保持部、８６　駆動プーリー、
８８　従動プーリー、９０　電流計測部、Ｐ　用紙、
Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３、Ｓ４、Ｓ５、Ｓ６、Ｓ７、Ｓ８　ステップ
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